













9･ LaF3:Pr3+fこおけるバ ックワー ドフォ トンエコー




















萩 原 浩 之
リボソームは, RNA,蛋白質の複合体であって,その構造には不明の点が多い｡ M♂+ィ
オンはリボソームのサブユニット間の解離会合に関係 しているばかりでなく,構造維持にも本
質的な役割を果たしている｡
解離基の pK値は,その分子,粒子のコンホメーションの影響を受ける｡プロトン滴定は解
離基の pK値に関する情報を与え,それによって粒子のコンホメーションを探る手段となり,
既にリボソームの構造研究に利用されている吸収, CD,光散乱などとは異なった情報を得る
ことができる｡
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